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織機開きの日
　「弥

や き ち
吉さん、あんた聞かれたかや、田

た む ら
村とこに入った機械のこと。すごいのが四十台も入ったんだって。」

　「ふうん、そいで、どこの機械だか分かったのか。」
　「それがよう分からん。工場の窓には幕が張ってあるし…。だけど、乙川の石川工場のよりすごいんだそうだ。」
　「ほお、そいじゃ、きっとドイツ製だ。機械はやっぱしドイツだと言うもんな。」
　明治 45 年のことでした。福住荒

あ ら こ
古の田村衛

え い じ ろ う
治郎さんが織機を全部、最新の力

りきしょっき
織機に入れ

替えたという話は阿久比中の大評判となりました。
豊
と よ だ

田佐
さ き ち

吉との約束で、田村さんがあれほど秘密にしておいたのに、どこでどう聞きつけた
のか、織機開きの日には、宮津や植だけではなく、草木や岡田からも大勢の見物人がおしか
けて来ました。
　「なあ、弥吉どん。こういう時は宮津では花火をあげるんじゃないかな。」
　「そうだよ。旦

だんなしゅう
那衆の所をチョチョと回ってくれば、十発や二十発は、ポンポンだ。荒古じゃ

…。」
弥吉と呼ばれた人が、そこまで言った時でした。突然、工場の中でダダダと大きな音がし、それまで人々の視線をさえぎっていた
暗幕が取り払われ、ガラス戸まで開け放されました。中には緊張した面持ちの田村さんが立っていました。おそらく、今日のため
の舶

はくらい
来品なのでしょう。足にぴったしくっついたグレーのパンタロンは、痩

そうしん
身の田村さんを一層スマートに見せていました。

　田村さんが一台一台織機に触れていくと、「シャシャシャ」と規則正しく軽快な織機の合唱が始まりました。
　ところがです。しばらくして、パタパタと織機が止まり始めました。田村さんが、最初の織機を再び動かした時には、三台も四
台も止まっていました。二台目を動かした時には、半数近くの織機が止まっていました。
　それから田村さんの奮闘が始まりました。あちらをかまえばこちらが止まり、こちらを直せば向こうが止まる。次々に止まって
しまう織機の間を走り回る田村さんのパンタロンが、次第に黒く、また黒く油で汚

よご
れていき、見物の人も一人、一人、また一人消

えていきました。
　田村さんが、奥さんの弟、草木の清

きよし
さんをこっそり使いに出したのは、「やっぱし、日本製はだめだ。」と言って、植の鍛

か じ や
冶屋の

広
ひろ

さんが立ち去った後の、次の日のお昼近くになってからでした。

汗だく佐吉
　次の日の朝、清さんから事情を聞いて、亀崎まで武豊線を使い、福住荒古にやってきた豊田佐吉の姿は、尻

しり
ばしょりに股

も も ひ
引きを

はき、鳥打ちをかむった、どこから見ても商店の御用ききの姿でした。
　「ちっとも、動きゃへんが。」
佐吉の顔を見た田村さんは、思わずむき出しの阿久比弁で叫んでいました。
　「どれもこれも、すぐ止まってしまうんです。一人で二十台はいい、女でもかまえるはずだと言われたのに、どうなっているんです、
このハタゴは…。」
　汗をふきふき、一々うなずきながら聞いていた佐吉の目が「ハタゴ」という言葉が出た時、厚めの目ぶたの奥でキラリと光りま
した。
　真剣な顔つきになった佐吉は、黙って、つうっと工場に入っていきました。佐吉は、まだ機

はた
に掛かっている綿布を一枚一枚天眼

鏡で覗き込み、それが終わると、今度は、一台一台隅から隅まで織機を調べていきました。
　どこをどうかまったのか、不思議が起きました。佐吉に糸をつながれ、シャットルを整えられた織機は、まるで生き返ったよう
に動き始めました。どの織機も、どの織機も、止まることを忘れたように動き続けました。時たま止まる織機は必ず縦糸が切れて
いました。
　調子づいてしまった織機は、田村さんがやっても、佐吉にせつかれての奥さんのサクノさんの手にかかっても同じでした。二日
目も、三日目も動き続けました。四日目になって、「止まるところがいいのだ」ということが、田村さんにもやっと分かりました。
　しかし、一日、一日と、佐吉の目が厳しくなっていきました。
　五日目から、佐吉の夜なべが始まり、九日目には、清さんが、高

た か せ
瀬技師を呼びに、また名古屋まで走らされました。十五日目に

は、腕を見込まれ、植の鍛冶屋の広さんが呼ばれてきました。

　豊田佐吉が福住荒古をやっと出発できるようになったのは、二十一日目の朝のことでした。佐吉は、来た時とは大違いの一分
ぶ

の
隙
すき

もない洋服姿で、ステッキまで持っていました。
　佐吉は、糸が切れるようになったら植の広さんを呼ぶこと、三、四日は小

こ す が や
鈴谷の退

たいぞう
三さんの家にいることを告げた後、サクノ

さんに「一、二、三の四ですよ。」と言って、ハンドルを引く仕
し ぐ さ

草を示し、人力車に乗り込みました。
　遠ざかって行く人力車を、田村さんは、「ふうん」とうなりながら、サクノさんは「ググッ」とくる始動の際のハンドルの感じ
を思い出しながら見送っていました。

阿久比の昔ばなし③ ― 福住の豊田佐吉 ―

645～650 大化

976～978 貞元

1141～1142 永治

1249～1256 建長

1362～1368 貞治・北

1624～1644 寛永

650～654 白雉

978～983 天元

1142～1144 康治

1256～1257 康元

1368～1375 応安・北

1644～1648 正保

654～686 －

983～985 永観

1144～1145 天養

1257～1259 正嘉

1370～1372 建徳・南

1648～1652 慶安

686 朱鳥

985～987 寛和

1145～1151 久安

1259～1260 正元

1372～1375 文中・南

1652～1655 承応

686～701 －

987～989 永延

1151～1154 仁平

1260～1261 文応

1375～1381 天授・南

1655～1658 明暦

701～704 大宝

989～990 永祚

1154～1156 久寿

1261～1264 弘長

1375～1379 永和・北

1658～1661 万治

704～708 慶雲

990～995 正暦

1156～1159 保元

1264～1275 文永

1379～1381 康暦・北

1661～1673 寛文

708～715 和銅

995～999 長徳

1159～1160 平治

1275～1278 建治

1381～1384 弘和・南

1673～1681 延宝

715～717 霊亀

999～1004 長保

1160～1161 永暦

1278～1288 弘安

1381～1384 永徳・北

717～724 養老

1004～1013 寛弘

1161～1163 応保

1288～1293 正応

1384～1392 元中・南

724～729 神亀

1013～1017 長和

1163～1165 長寛

1293～1299 永仁

1384～1387 至徳・北

729～749 天平

1017～1021 寛仁

1165～1166 永万

1299～1302 正安

1387～1389 嘉慶・北

749 天平感宝

1021～1024 治安

1166～1169 仁安

1302～1303 乾元

1389～1390 康応・北

749～757 天平勝宝

1024～1028 万寿

1169～1171 嘉応

1303～1306 嘉元

1390～1394 明徳・北

757～765 天平宝字

1028～1037 長元

1171～1175 承安

1306～1308 徳治

1392～1394 明徳

765～767 天平神護

1037～1040 長暦

1175～1177 安元

1308～1311 延慶

767～770 神護景雲

1040～1044 長久

1177～1181 治承

1311～1312 応長

1394～1428 応永

770～781 宝亀

1044～1046 寛徳

1181～1182 養和

1312～1317 正和

781～782 天応

1046～1053 永承

1182～1184 寿永

1317～1319 文保

782～806 延暦

1053～1058 天喜

1184～1185 元暦

1319～1321 元応

806～810 大同

1058～1065 康平

1185～1190 文治

1321～1324 元亨

810～824 弘仁

1065～1069 治暦

1190～1199 建久

1324～1326 正中

824～834 天長

1069～1074 延久

1199～1201 正治

1326～1329 嘉暦

834～848 承和

1074～1077 承保

1201～1204 建仁

848～851 嘉祥

1077～1081 承暦

1204～1206 元久

1329～1331 元徳

851～854 仁寿

1081～1084 永保

1206～1207 建永

854～857 斉衡

1084～1087 応徳

1207～1211 承元

1329～1331 元徳

857～859 天安

1087～1094 寛治

1211～1213 建暦

859～877 貞観

1094～1096 嘉保

1213～1219 建保

877～885 元慶

1096～1097 永長

1219～1222 承久

885～889 仁和

1097～1099 承徳

1222～1224 貞応

889～898 寛平

1099～1104 康和

1224～1225 元仁

898～901 昌泰

1104～1106 長治

901～923 延喜

1106～1108 嘉承

923～931 延長

1108～1110 天仁

931～938 承平

1110～1113 天永

938～947 天慶

947～957 天暦

957～961 天徳

961～964 応和

南北朝合一 「明徳」を使用

南北朝時代

(大覚寺統・南朝)

(持明院統・北朝)

1555～1558 弘治

1558～1570 永禄

1570～1573 元亀

1573～1592 天正

1592～1596 文禄

1596～1615 慶長

1615～1624 元和 1860～1861 万延

1861～1864 文久

1864～1865 元治

1865～1868 慶応

1868～1912 明治

1912～1926 大正

1926～1989 昭和

1989～2019 平成

2019～ 令和

968～970 安和

970～973 天禄

973～976 天延

1120～1124 保安

1124～1126 天治

1126～1131 大治

1131～1132 天承

1132～1135 長承

1135～1141 保延

1232～1233 貞永

1233～1234 天福

1234～1235 文暦

1235～1238 嘉禎

1238～1239 暦仁

1239～1240 延応

1240～1243 仁治

1243～1247 寛元

1247～1249 宝治

1334～1336 建武・南

1334～1338 建武・北

1336～1340 延元・南

1338～1342 暦応・北

1340～1346 興国・南

1342～1345 康永・北

1345～1350 貞和・北

1346～1370 正平・南

1350～1352 観応・北

1352～1356 文和・北

1356～1361 延文・北

1361～1362 康安・北

1452～1455 享徳

1532～1555 天文

1460～1466 寛正

1466～1467 文正

1467～1469 応仁

1469～1487 文明

1487～1489 長享

1489～1492 延徳

1492～1501 明応

1501～1504 文亀

1504～1521 永正

1521～1528 大永

1528～1532 享禄

1455～1457 康正

1457～1460 長禄

1711～1716 正徳

1716～1736 享保

1736～1741 元文

1741～1744 寛保

1744～1748 延享

1748～1751 寛延

1751～1764 宝暦

1764～1772 明和

1772～1781 安永

1781～1789 天明

1789～1801 寛政

1801～1804 享和

1804～1818 文化

1818～1830 文政

1830～1844 天保

1844～1848 弘化

1848～1854 嘉永

1854～1860 安政

964～968 康保 1113～1118 永久

1118～1120 元永

1225～1227 嘉禄

1227～1229 安貞

1229～1232 寛喜

1331～1334 元弘

(大覚寺統・南朝)

1332～1333 正慶

(持明院統・北朝)

1429～1441 永享

1441～1444 嘉吉

1444～1449 文安

1449～1452 宝徳

1428～1429 正長

1681～1684 天和

1684～1688 貞享

1688～1704 元禄

1704～1711 宝永


